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第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施
【インセンティブ制度評価指標関連事項】

◇i）特定健診実施率・事業者健診データ取得率の向上 △

◇ii）特定保健指導の実施率及び質の向上 〇

◇iii）重症化予防対策の推進 △

企画総務

◇iv）コラボヘルスの推進 〇

◇医療データの分析に基づく効果的な取組の推進、地域の
医療提供体制への働きかけ △

◇ジェネリック医薬品の使用促進
【インセンティブ制度評価指標関連事項】 〇

◆インセンティブ制度の周知 〇

◇広報活動や健康保険委員を通じた加入者等の理解促進 △
（
３
）
組
織
体
制
関
係

企画総務

◆ＯＪＴを中心とした人材育成 〇

◆コンプライアンス及びリスク管理の徹底 〇

◇費用対効果を踏まえたコスト削減等 〇

令和3年度 千葉支部の上期実施状況について（一覧表）
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«進捗状況について»

◎：当初の計画を上回るペースで進んでいる
○：当初の計画どおり進んでいる
△：当初の計画から遅れている、計画変更

※進捗状況については、原則、以下の基準により判断している
◆・・・取組の評価（数値が出ない又は前年度との比較ができない項目）
◇・・・実績（数値）の評価

保健事業関係
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【企画総務グループ】【保健グループ】
1.第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施

上位目標：糖尿病による新規透析者の透析導入時の平均年齢を55.6歳から60歳以上に改善する。

・「特定健診・特定保健指導の推進」、「コラボヘルスの取組」、「重症化予防の対策」を基本的な実施事項とする第２期保健事業実施計画（データヘルス計
画）に基づく取組を着実かつ効果的、効率的に実施する。

ⅰ）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上

◇被保険者（40歳以上）（実施対象者数：412,450人）

・生活習慣病予防健診実施率60.6％（実施見込者数：250,000人）、事業者健診データ取得率 6.5％（取得見込者数：26,830人）

◇被扶養者（実施対象者数：116,064人）

・特定健康診査実施率30.2％（実施見込者数：35,000人）

【健診実施率合計】 被保険者＋被扶養者（実施対象者数：528,514人）
実施率59.0％（実施見込者数：311,830人）

ⅱ）特定保健指導の実施率及び質の向上

◇被保険者（特定保健指導対象者数：55,934人）

・特定保健指導実施率21.1％（実施見込者数：11,803人）

◇被扶養者（受診対象者数：2,984人）

・特定保健指導実施率 9.4％（実施見込者数：281人）

【特定保健指導実施率合計】 被保険者＋被扶養者（実施対象者数：58,918人）
実施率20.5％（実施見込者数：12,084人）

ⅲ）重症化予防対策の推進
◇未治療者に対する受診勧奨における二次勧奨実施予定人数3,437人
◇糖尿病性腎症に係る重症化予防事業

ⅳ）コラボヘルスの推進

事 業 計 画
【インセンティブ制度評価指標関連事項】



【保健グループ】1-i）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上①

◇ 被保険者
〇 生活習慣病予防健診実施機関の拡充
〇 健診・保健指導カルテを使用した効果的・効率的な受診勧奨
〇 事業者健診データの取得勧奨
〇 初めて健診対象の年齢を迎える加入者への意識付け
◇ 被扶養者
〇 協会けんぽ主催のオプショナル集団健診の実施
〇 地方自治体との連携を推進し、がん検診との同時実施等の拡大
〇 GIS（地理情報）等を活用した受診勧奨

1.KPI（重要業績評価指標）の進捗状況等について

上期進捗状況 △

事 業 計 画
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

項 目 R3年度目標 上期実績【対前年度同月比】 R2年度上期実績

生活習慣病予防健診実施率を60.6％以上とする 60.6％ 27.1%【＋3.9%】 23.2%

事業者健診データ取得率を6.5％以上とする 6.5％ 1.2%【▲0.1%】 1.3%

被扶養者の特定健診実施率を30.2％以上とする 30.2％ 9.3%【＋3.8%】 5.5%



【保健グループ】1-i）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上②

2.実施状況等について

◇ 被保険者
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

取 組 項 目 〈被保険者〉 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①
事業所検索等機能及び「健診・保健
指導カルテ」を活用した受診勧奨

計画 ● ● ● ● ● ● ・事業所検索等機能にて受診率の低い事業所を抽出し、外部委託による電話勧奨
を実施した。下期はカルテを活用した訪問勧奨を予定している。実施 ● ● ● ● ●

②
新適事業所や受診率の低い事業所
への受診勧奨の実施

計画 ● ● ● ● ● ・外部委託による新適事業所及び任意継続加入者への受診勧奨と、受診率の低い
事業所へは電話勧奨を実施した。実施 ● ● ● ● ●

③

健診機関へ実施者数の増加と、検診
車を保有する健診機関へ健診会場
増設の働きかけ

計画 ● ● ● ● ・健診機関に受付可能な実施見込数を提示してもらうことで目標とし、巡回健診は
計画37市町62会場311回（前年比1市町6会場64回増）と大幅に増やすことが
できた。実施 ● ● ● ● ● ●

新規健診機関の公募及び候補となる
健診機関の調査

計画 ● ● ● ● ・新規健診機関の公募に４機関から応募あり。契約候補機関の審査を実施し、４
機関と10/1付新規委託契約を締結した。（90機関→94機関）実施 ● ● ● ●

④
事業者健診データの取得勧奨及び作
成業務の外部委託による実施

計画 ● ● ● ● ● ● ・外部委託によるデータ取得勧奨を実施した。下期は関係団体等への訪問等による
取得勧奨を予定している。実施 ● ● ● ● ● ●

⑤
令和4年度に対象年齢（35歳）を
迎える被保険者への受診勧奨

計画

－
実施

⑥

各種広報や健康保険委員等への研
修会を活用した受診勧奨の実施

計画 ● ● ● ● ● ● ・広報計画に基づいた広報誌やホームページ、メルマガ等の広報媒体による周知を実
施した。健康保険委員研修会は下期に実施を予定している。実施 ● ● ● ● ● ●

ラジオCMを活用した受診勧奨の実施
計画

－
実施

（下期実施予定）

（下期実施予定）



【保健グループ】1-i）特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上③

◇ 被扶養者

3.評価理由
・被保険者については、新型コロナウイルス感染拡大の影響があるものの、健診実施機関の拡大と巡回健診の増加については計画どおり実施しており、前年度と
比較して実施率は向上している。下期は事業者健診データ取得率向上のため、業界団体等への訪問を実施する。
・被扶養者については、新型コロナウイルス感染拡大のなか、集団健診実施（ワクチン接種等での会場確保への影響）を見据え、年度当初にGISを活用した
健診施設への受診勧奨と協会けんぽ主催のオプショナル集団健診の実施スケジュールを前倒しで実施した。前年度と比較して実施率は向上しているが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響がない令和元年度との比較では下回っている。
・以上のことから、進捗状況を「△」とした。
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

取 組 項 目 〈被扶養者〉 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①
新たに被扶養者となった対象者への受
診勧奨の実施

計画 ● ● ● ● ●
・外部委託により、対象者への受診券発送に併せた受診勧奨を毎月実施した。

実施 ● ● ● ● ●

②

集団健診の実施地区に在住する被扶
養者に対するDMによる受診勧奨

計画 ● ● ● ● ●
・集団健診の実施スケジュールに合わせて、案内ハガキによる受診勧奨を実施した。

実施 ● ● ● ● ●

協会けんぽ主催のオプショナル集団健
診の実施

計画 ● ・実施スケジュールを前倒しし、人口の多い地域（3地域、17市）を2健診機関と委
託契約のうえ、9月から実施した。実施 ● ● ●

③
特定健診とがん検診の同時実施に向
けた自治体との連携

計画 ● ● ● ●
・船橋市と健康づくりに関する包括的連携協定の締結に向けて調整を図っている。

実施 ● ● ● ●

④ GISを活用した受診勧奨の実施
計画 ● ● ● ● ・新型コロナウイルス感染症拡大の影響下において健診実施機関（施設）での早期

受診を促す目的として、スケジュールを前倒しし、6月に第1回目87,000名へ勧奨文
書を発送した。実施 ● ● ●

⑤
令和4年度に対象年齢（40歳）を
迎える被扶養者への受診勧奨

計画

－
実施

⑥

各種広報や健康保険委員等への研
修会を活用した受診勧奨の実施

計画 ● ● ● ● ● ● ・広報計画に基づいた広報誌やホームページ、メルマガ等の広報媒体による周知を実
施した。健康保険委員研修会は下期に実施を予定している。実施 ● ● ● ● ● ●

ラジオCMを活用した受診勧奨の実施
計画

－
実施

（下期実施予定）

（下期実施予定）



【保健グループ】1-ⅱ）特定保健指導の実施率及び質の向上①
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

◇ 被保険者
〇 特定保健指導実施機関の拡充
〇 当日保健指導の実施機関の拡充
〇 ICT（情報通信技術）を活用した特定保健指導による利便性の向上
◇被扶養者
〇 集団方式での健診と特定保健指導のセットによる当日指導の実施
〇 特定保健指導実施機関の拡充

事 業 計 画

1.KPI（重要業績評価指標）の進捗状況等について

上期進捗状況

項 目 R3年度目標 上期実績【対前年度同月比】 R2年度上期実績

被保険者の特定保健指導の実施率を21.1％以上とする 21.1％ 7.6%【＋1.6%】 6.0%

被扶養者の特定保健指導の実施率を9.4％以上とする 9.4％ 1.4%【▲2.0%】 3.4%

〇



2.実施状況等について

◇ 被保険者

◇ 被扶養者

3.評価理由
・被保険者については、特定保健指導者の実施体制を強化したこと及びICTの活用等により初回面談件数が増加したことで、特定保健指導実施率が前年度
と前々年度（新型コロナウイルス感染症の影響がない令和元年度）を上回っていることから、進捗状況を「〇」とした。下期は被扶養者の実施率向上のため、
健診機関での当日実施及び協会主催の集団健診での当日実施の拡充を図っていく。

【保健グループ】1-ⅱ）特定保健指導の実施率及び質の向上②
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

取 組 項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①

指導実施機関の状況確認と実
施件数の増加への働きかけ

計画 ● ● ● ● ● ●
・指導実施機関への実績フィードバック文書送付を再開した。

実施 ●

新規指導実施機関の公募及び
候補となる指導実施機関の調査

計画 ● ● ● ● ・生活習慣病予防健診新規契約機関のうち、保健指導実施を希望している１機関へ契
約関連書類送付した。実施 ●

②
指導実施機関への当日保健指
導実施拡大の働きかけ

計画 ● ● ● ● ● ● ・千葉県トラック協会千葉支部における健診当日の保健指導について、10月からの実施に
向けて準備を進めた。実施 ● ● ●

③ ICTを活用した保健指導の実施
計画 ● ● ● ● ● ● ・協会所属保健師及び管理栄養士による初回面談を10事業所23件、実績評価を4事

業所９件実施した。実施 ● ● ● ● ● ●

④
協会所属保健師・管理栄養士
を対象とした研修会の実施

計画 ● ● ● ・研修会を6月3日開催した。7月は台風のため、9月は新型コロナウイルス感染症拡大の
ため中止した。実施 ●

取 組 項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①
利用券と案内文を被扶養者の住
所へ直接送付

計画 ● ● ●
・アウトソースにより対象被扶養者へ直接送付を実施。

実施 ● ● ●

②
集団健診会場での健診当日の
特定保健指導

計画 ● ・協会主催のオプショナル集団委託実施機関と、当日指導の体制等について打合せを実
施した。実施 ●



【保健グループ】1-ⅲ）重症化予防対策の推進①

◇ 未治療者に対する受診勧奨における二次勧奨実施予定人数3,437人
〇 外部委託による二次勧奨の確実な実施
〇 医師会との連携によるCKD（慢性腎臓病）疑い者への受診勧奨
◇ 糖尿病性腎症に係る重症化予防事業
〇 千葉県糖尿病性腎症重症化予防プログラムに則った取組の実施
〇 健診実施機関及び腎臓専門医療機関との連携

事 業 計 画
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

1.KPI（重要業績評価指標）の進捗状況等について

2.実施状況等について
◇ 未治療者への受診勧奨

上期進捗状況

項 目 R3年度目標 上期実績【対前年度同月比】 R2年度上期実績

受診勧奨後３か月以内に医療機関を受診した者の割合を
11.8％以上とする

11.8％ 10.51%【▲0.13%】
（全国平均10.66%）

10.64%
（全国平均10.88%）

取 組 項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①
未治療者に対する受診勧奨におけ
る二次勧奨の外部委託による実施

計画 ● ● ● ● ● ●
・委託業者による文書及び電話での受診勧奨を実施した。

実施 ● ● ● ● ● ●

②
CKD（慢性腎臓病）の疑いのある
者に対する医療機関への受診勧奨

計画 ● ● ● ● ● ●
・一次勧奨から3か月経っても受診履歴のない方に文書勧奨を実施した。

実施 ● ● ● ● ● ●

③
被扶養者で二次勧奨域である者に
対する文書勧奨

計画 ● ● ●
・令和2年度健診結果にもとづく受診勧奨文書を10月発送に向けて準備を進めた。

実施 ● ● ●

④
受診勧奨予備群等へ健康意識啓
発文書の送付

計画 ● ● ● ・令和2年度の健診結果にもとづく健康意識啓発文書を1,096件発送した。
（船橋市在住者限定）実施 ● ● ●

△



【保健グループ】1-ⅲ）重症化予防対策の推進②

10

【インセンティブ制度評価指標関連事項】

◇ 糖尿病性腎症に係る重症化予防事業

3.評価理由
・外部委託による文書及び電話勧奨を計画どおり実施しているが、新型コロナウイルス感染拡大による影響（緊急事態宣言等）などのため、前年度同期を下
回っていることから進捗状況を「△」とした。

取 組 項 目 ４月５月６月７月８月９月 実 施 状 況

①
糖尿病性腎症重症化予防プログ
ラムに則った取り組み

計画 ● ● ● ● ● ●
・健診結果の経年変化等により、保健指導候補者を選定した。

実施 ● ●

②
初期糖尿病性腎症患者に対する
取り組み（仁戸名プロジェクト）

計画 ● ● ・令和3年度上期は活動なし。下期に定期ミーティング開催及び第32回日本疫学会学
術総会にて活動報告を予定している。実施



【企画総務グループ】1-ⅳ）コラボヘルスの推進①

〇 健康経営の普及促進及び健康な職場づくり宣言事業所の拡大
〇 健康な職場づくり宣言事業所に対する充実したフォローアップの実施
〇 関係団体等との連携強化

事 業 計 画
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【インセンティブ制度評価指標関連事項】

1.KPI（重要業績評価指標）の進捗状況等について

2.実施状況等について

上期進捗状況 〇

項 目 R3年度目標 上期実績【対前年度同月比】 R2年度上期実績

健康宣言事業所数を700事業所以上とする 700事業所 649事業所（＋161事業所） 488事業所

取 組 項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①
健康な職場づくり宣言事業所数の拡大に向
けた協力（パートナー）企業による事業所
訪問の実施

計画 ● ● ● ● ● ● ・民間企業5社と協定を締結し、それぞれの特性を活かした事業所訪問を積極
的に展開できるよう連携を図った。 ※協力企業勧奨宣言数92事業所
・健康経営優良法人認定取得に向けたフォローを相互協力して実施した。実施 ● ● ● ● ● ●

②

健康宣言事業所に対する事業所カルテ（健康
度 見える化BOOK）の一斉発送及び更新作業

計画
・健康宣言事業の全国的な標準化に伴い、事業所カルテの見直しを行った。

実施

健康宣言事業所向け広報紙「健康Times」
の発行

計画 ● ● ・事業所の健康づくりをサポートするため、セミナー開催や歯科健診の広報記事
等を掲載。協力企業についても周知を図った。
・事業主及び事業所担当者への訴求を高めるため専用封筒にて送付した。実施 ● ●

健康宣言事業所に対するフォローアップの継
続実施（出張セミナー、禁煙セミナー等）

計画 ● ● ● ● ● ● ・出張セミナーは新型コロナウイルス感染拡大防止対策としてオンラインでの実
施も可能とし、計10事業所実施した。 ※R3年9月末時点実施 ● ● ● ● ● ●

歯科健診の実施
計画 ● ● ● ● ・5月に広報実施し、随時申請書を受付した。受診券229名分を発行し、うち

24名受診済み。 ※R3年9月末時点実施 ● ● ● ● ●

健康宣言事業所の健康課題に応じたオー
ダーメイド型取組の実施

計画 ・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、集合研修方式の希望はなかった。
・健康課題や健康づくりの取組について、アドバイスを希望する事業所に対し、オ
ンライン面談を予定している。（9月に日程調整、10月に1社面談予定。）実施 ●

随 時 実 施

（下期実施予定）

見直しを実施



【企画総務グループ】1-ⅳ）コラボヘルスの推進②

3.その他
・協力企業は「明治安田生命保険相互会社千葉本部」「アクサ生命保険株式会社千葉支社・千葉FA支社」「大塚製薬株式会社東京支社」「住友生命保
険相互会社千葉支社・柏常総支社」「三井住友海上火災保険株式会社千葉支店」の5社。早期に協定を締結し、健康宣言の勧奨、健康経営優良法人
認定取得のフォロー、健康経営セミナー等、事業所の健康づくりについて千葉支部と連携し、事業所に働きかけを行っている。各協力企業の営業担当が顧客に
積極的にアプローチできることから、健康づくりを前向きに検討する事業所が多い。
なお、千葉支部より協力企業の担当者向けに「健康な職場づくり宣言」事業について説明会を実施し、スキルアップを図っている。

4.評価理由
・新型コロナウイルス感染症の影響により、郵送及び電話、広報紙への記事掲載による勧奨が中心であったが、協力企業による普及推進活動等もあり宣言事
業所数は着実に増加している。（令和2年度は前年度58件増であったが、令和3年度は上期においてすでに161件増である。）
また、各種取組についても、着実に実施しているため進捗状況を「〇」とした。

12

【インセンティブ制度評価指標関連事項】

取 組 項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

②

健康宣言事業所へ健康づくりの取組に関す
るチェックシートの送付

計画 ● ・宣言事業所において新型コロナウイルス感染症の影響による健診の受診控え
など通常の取組が行えていない事業所もあるため、新型コロナウイルス感染症の
収束後に実施を予定している。実施

フォローアップ強化に向けた新たな取組の提案
計画 ・上記のチェックシートの回答を踏まえて、各事業所の課題に対する新たなフォ

ローアップを検討する。実施

③
事業主と支部長の連名文を活用した特定健
診受診勧奨

計画 ● ● ● ● ・6月より事業に着手、9月に受診勧奨依頼をする事業所を宣言済事業所の
中から選定し、10月に542社に勧奨案内文を送付した。
※330事業所より同意を得て、11月に対象者4,397名に対し連名文を送付予定実施 ● ● ● ●

④
関係団体や協力企業と連携した広報の実施
及び健康づくりセミナーの開催

計画 ● ● ● ● ● ●
・協力企業主催健康経営オンラインセミナーに講師として参加。併せて、セミ
ナーの後援や広報協力を行った。 ※参加者約160名、令和3年5月開催
・協力企業との連携協定について、プレスリリースを実施し、すべての協力企業
（5社）が千葉日報に記事掲載された。また、千葉支部の各種広報紙及び
ホームページにて広報を実施した。

実施 ● ● ● ● ● ●

⑤
千葉県等の関係団体と連携した健康づくりイ
ベントの開催や参画（健康ちば推進県民大
会等）

計画 ● ● ・健康ちば推進県民大会（11月28日）について、県等関係団体と打合せを
行った。新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントはオンラインにて実施す
ることとなった。
・がん予防展は新型コロナウイルス感染症の影響により中止、がん講演会はオン
ラインにて実施することとなった。

実施
● ●

随 時 実 施

開催内容
打合せ

開催要領決定、
打合せ



【企画総務グループ】

２.医療データの分析に基づく効果的な取組の推進、
地域の医療提供体制への働きかけ

〇 医療費分析を行い、地域の課題を明らかにするとともに効果的な取組の企画・立案を図る
〇 地域における効率的かつ充実した医療提供体制の構築に向けて、各種会議において被用者保険の保険者の立場から意見を発信

事 業 計 画
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1.KPI（重要業績評価指標）の進捗状況等について

2.実施状況等について

3.その他
・【6月】千葉県民の健康状態や生活習慣の実態を把握し、今後の健康施策に活かすための基礎資料とすることを目的としたデータ提供に関する打合せを千葉
県、千葉県衛生研究所、協会けんぽ千葉支部の3者で実施。令和2年度健診受診者リスト（千葉県居住者）を匿名化した状態で提供する方向で合意。
令和4年1月頃に提供を予定している。なお、提供後は千葉県衛生研究所にて国民健康保険の加入者データと合わせて分析をする。

4.評価理由
・今年度から新たな取組として歯科に関する分析事業を開始することができた。また、新型コロナウイルス感染症の影響により書面開催ではあったが、地域医療
構想調整会議等で各圏域に向けて千葉支部として統一した意見発信を行えた。しかし、医療データ等を活用した意見を発信することはできなかったため、進捗
状況を「△」とした。

上期進捗状況 △

取 組 項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 実 施 状 況

①
千葉支部における医療費分析の実施
（大学との共同研究を行い、その結果
をコラボヘルス等へ連携）

計画 ● ● ● ● ● ●
・日本大学松戸歯学部と「歯科受診と医科医療費に関する」共同分析を実施。

実施 ● ● ● ● ● ●

②
地域医療構想調整会議等、県などが
主催する会議において被用者保険の
保険者の立場からの意見発信

計画 ● ● ● ● ● ●
・8月、9月に書面開催された各地域医療構想調整会議において、千葉支部として統一
した意見を発信。

実施 ● ●

項 目 R3年度目標 上期実績【対前年度同月比】 R2年度上期実績

効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療構想
調整会議や医療審議会等の場において、医療データ等を活用した
効果的な意見発信を実施する

実施あり 実施なし 実施なし
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（２）戦略的保険者機能関係

全国平均 全国平均 全国平均

実績

（対前年同月比）
順位

実績

（対前年同月比）

実績

（対前年同月比）
順位

実績

（対前年同月比）
実績 順位 実績

i）特定健診受診率・事業者健診データ取得率の向上

27.1% － 23.2% － 53.7% 51.0%

（＋3.9% ）

1.2% － 1.3% － 2.3% 8.0%

（▲0.1%）

9.3% － 5.5% － 18.3% 21.3%

（＋3.8% ）

ii）特定保健指導の実施率の向上

7.6% － 6.0% － 13.1% －

（＋1.6% ）

1.4% － 3.4% － 4.1% －

（▲2.0%）

iii）重症化予防対策の推進

10.51% 10.66% 10.64% 10.88% 9.90% 10.2%

（▲0.13%）

－

－ －

－

30位

◆データ分析に基づいた第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）の着実な実施

【インセンティブ制度評価指標関連事項】

保

健

G

①生活習慣病予防健診実施率を６０.6％以上とする

②事業者健診データ取得率を６.５％以上とする。

③被扶養者の特定健診受診率を３０.２％以上とする。

担

当

Ｇ

重 点 事 項

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

①被保険者の特定保健指導の実施率を２１.１％以上とする。

受診勧奨後３か月以内に医療機関を受診した者の割合を１１.８％以上とする。

②被扶養者の特定保健指導の実施率を９.４%以上とする。 － －

28位

－ － 46位

－ － 42位

－

32位

千葉支部 千葉支部 千葉支部

R3年度 R2年度

上期 上期 年度末

－

30位

３.令和３年度 千葉支部上期KPI（重要業績評価指標）一覧


